
八

専
攻
学
科
目　

神
経
内
科
学

生　

年　

月　

昭
和
三
五
年　

八
月

略　
　
　

歴　

昭
和
六
〇
年　

三
月 

東
京
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

平
成　

五
年　

三
月 
博
士
（
医
学
）

同　
　

六
年　

一
月 
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
助
手

同　
　

八
年　

八
月 

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
助
教
授

同　

一
二
年　

五
月 

大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授

同　

二
一
年　

四
月 

神
戸
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

戸と　

田だ　

達た
つ　

史し



九

専
攻
学
科
目　

生
化
学
・
糖
鎖
生
物
学

生　

年　

月　

昭
和
二
九
年　

二
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
二
年　

三
月 

東
京
大
学
薬
学
部
製
薬
化
学
科
卒
業

同　

五
七
年　

三
月 
東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

五
七
年　

三
月 
薬
学
博
士

同　

五
七
年　

九
月 

米
国
ベ
イ
ラ
ー
医
科
大
学
博
士
研
究
員

同　

五
九
年　

四
月 

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
助
手

平
成　

六
年　

八
月 

東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
糖
鎖
生
物
学
部
門
室
長

同　

一
七
年　

四
月 

東
京
都
高
齢
者
研
究
・
福
祉
振
興
財
団
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
研
究
部
長

同　

二
一
年　

四
月 

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
研
究
部
長

同　

二
四
年　

四
月 

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
副
所
長
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

遠え
ん　

藤ど
う　

玉た
ま　

夫お



三
三

博
士
︵
医
学
︶
戸
田
達
史
氏
及
び
薬
学
博
士

遠
藤
玉
夫
氏
の
﹁
福
山
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
含
め
た
糖
鎖
合
成
異
常
症
の
系
統
的
な
解
明

と
新
し
い
糖
鎖
の
発
見
﹂︵
共
同
研
究
︶
に
対

す
る
授
賞
審
査
要
旨

　

福
山
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
︵FC

M
D

︶
は
︑
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
︑
眼
疾

患
︑
Ⅱ
型
滑
脳
症
を
特
徴
と
す
る
常
染
色
体
劣
性
遺
伝
病
で
あ
り
︑
起
立
・
歩

行
機
能
を
獲
得
す
る
こ
と
が
無
い
最
重
症
型
で
︑
日
本
に
特
異
的
に
多
い
が
︑

治
療
法
も
な
く
原
因
も
不
明
で
あ
っ
た
︒
筋
疾
患
で
あ
り
な
が
ら
中
枢
系
の
異

常
を
伴
う
と
い
う
病
型
の
認
知
ま
で
長
時
間
を
要
し
た
謎
に
満
ち
た
疾
患
で

あ
っ
た
︒
一
方
︑
糖
研
究
の
歴
史
は
古
く
︑A

B
O

式
血
液
型
物
質
な
ど
そ
の

重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
た
︒
最
近
︑
が
ん
な
ど
の
疾
患
︑
ウ
イ
ル
ス
感
染
︑

抗
体
医
薬
な
ど
研
究
の
進
展
の
目
覚
ま
し
い
分
野
と
な
り
つ
つ
あ
る
︒

　

ゲ
ノ
ム
医
学
・
臨
床
遺
伝
学
と
糖
生
化
学
の
本
共
同
研
究
は
︑
筋
疾
患
で
あ

り
な
が
ら
中
枢
系
の
異
常
を
伴
う
謎
に
満
ち
たFC

M
D

お
よ
び
そ
の
類
縁
疾

患
は
︑
系
統
的
な
糖
鎖
合
成
異
常
症
で
あ
る
こ
と
を
解
き
明
か
し
た
︒
ま
た
︑

新
し
い
糖
鎖
の
発
見
お
よ
び
そ
の
生
理
的
な
意
義
の
確
立
は
︑
生
体
物
質
で
あ

る
糖
鎖
の
存
在
意
義
を
一
段
と
高
め
た
と
い
え
る
︒
本
研
究
は
︑
新
し
い
糖
鎖

の
発
見
と
い
う
基
礎
レ
ベ
ル
か
ら
糖
鎖
合
成
異
常
症
の
謎
を
解
き
明
か
す
と
い

う
学
術
的
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
世
界
に
誇
る
べ
き
研
究
業
績
で
あ
る
︒

　

戸
田
達
史
氏
は
近
親
婚
を
利
用
し
た
分
子
遺
伝
学
手
法
に
よ
りFC

M
D

原

因
遺
伝
子
を
同
定
し
︑
本
疾
患
の
遺
伝
子
診
断
︑
出
生
前
診
断
︑
そ
し
て
正
確

な
病
型
分
類
を
可
能
に
し
た
︒
本
症
は
約
二
千
年
前
の
一
人
の
祖
先
に
起
き
た

﹁
利
己
的
﹂
な
動
く
遺
伝
因
子
で
あ
るSVA

レ
ト
ロ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン
の

3ʼ-U
TR

へ
の
挿
入
変
異
に
よ
る
初
め
て
の
疾
患
で
あ
っ
た
︒
命
名
し
た
遺
伝

子
産
物
フ
ク
チ
ン
は
機
能
未
知
の
全
く
新
し
い
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
っ
た
︒

　

そ
の
後
戸
田
氏
に
よ
っ
て
遺
伝
子
異
常
の
発
生
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
︑
ス
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
異
常
に
よ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
︒
異
常
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
︑

SVA

挿
入
配
列
内
に
存
在
す
る
強
力
な
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
受
容
部
位
が
︑
最
終

エ
ク
ソ
ン
内
の
潜
在
的
な
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
供
与
部
位
を
新
た
に
活
性
化
す
る

こ
と
︵
エ
ク
ソ
ン
ト
ラ
ッ
ピ
ン
グ
︶
に
よ
り
生
じ
て
い
た
︒
新
た
に
ス
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
供
与
部
位
と
な
っ
た
配
列
は
︑
も
と
も
と
は
最
終
エ
ク
ソ
ン
内
に
存
在

す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
供
与
部
位
で
あ
っ

た
が
︑
こ
こ
で
見
つ
け
たSVA

の
エ
ク
ソ
ン
ト
ラ
ッ
ピ
ン
グ
機
能
に
よ
り
揺
り

起
こ
さ
れ
︑
遺
伝
子
の
﹁
切
り
取
り
﹂
が
生
じ
て
い
た
︒
同
氏
は
こ
の
異
常
ス

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
阻
止
す
る
こ
と
が
治
療
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
︒
そ
こ
で
︑

ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
標
的
配
列
に
対
し
︑
ア
ン
チ
セ
ン
ス
核
酸
をpre-m

R
N

A
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レ
ベ
ル
で
結
合
さ
せ
正
常
な
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
戻
す
﹁
ア
ン
チ
セ
ン
ス
療
法
﹂

を
試
行
し
︑FC

M
D

モ
デ
ル
マ
ウ
ス
で
フ
ク
チ
ン
を
回
復
さ
せ
る
ア
ン
チ
セ
ン

ス
核
酸
配
列
を
見
出
し
た
︒
戸
田
氏
は
臨
床
試
験
︑
医
薬
品
承
認
の
実
現
を
目

指
し
て
お
り
︑
根
本
的
分
子
標
的
治
療
の
道
が
拓
か
れ
つ
つ
あ
る
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
病
態
解
明
に
つ
な
が
る
遺
伝
子
産
物
フ
ク
チ
ン
の
機
能
は

依
然
と
し
て
不
明
で
あ
っ
た
︒
そ
の
解
明
は
糖
化
学
を
専
門
と
す
る
遠
藤
玉
夫

氏
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
初
め
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
︒

　

遠
藤
氏
は
︑
筋
タ
ン
パ
ク
質
α—
ジ
ス
ト
ロ
グ
リ
カ
ン
︵α

-D
G

︶
の
糖
鎖

解
析
に
お
い
て
︑
哺
乳
類
で
初
め
てO

—
マ
ン
ノ
ー
ス
型
糖
鎖
︵O

-M
an

型
糖

鎖
︶
を
発
見
し
た
︒
こ
の
新
た
な
糖
鎖
の
生
合
成
の
解
明
を
目
指
し
た
研
究
の

過
程
で
︑N

—

ア
セ
チ
ル
グ
ル
コ
サ
ミ
ン
︵G
lcN

A
c

︶
を
付
加
しG

lcN
A

cβ

1-2M
an

を
合
成
す
る
糖
転
移
酵
素 PO

M
G

nT1

遺
伝
子
を
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
し

た
︒
そ
し
て
︑
こ
の
酵
素
は
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
︑
眼
疾
患
︑
Ⅱ
型
滑
脳
症
を

特
徴
と
す
るFC

M
D

の
類
縁
疾
患
︑m

uscle-eye-brain

病
︵M

EB
︶
の
原
因

で
あ
る
こ
と
を
戸
田
氏
と
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
︒
こ
の
こ
と

か
ら
︑α

-D
G

はPO
M

G
nT1

に
よ
る
糖
鎖
修
飾
の
標
的
で
あ
り
︑M

EB
は

α
-D

G

のO
-M

an

型
糖
鎖
不
全
に
よ
る
疾
患
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
︒
本
研
究
は
糖
鎖
異
常
が
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
関
わ
る
こ
と
を
示
す
初
め

て
の
例
と
な
り
︑
両
氏
は
﹁
ジ
ス
ト
ロ
グ
リ
カ
ン
異
常
症
﹂
と
い
う
疾
患
概
念

を
提
唱
し
︑
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
研
究
の
転
機
と
な
っ
た
︒
次
に
遠
藤
氏
は

O
-M

an

型
糖
鎖
合
成
開
始
酵
素
︵O

-M
an

転
移
酵
素
︶
を
明
ら
か
に
し
︑
こ

の
酵
素
はM

EB

の
類
縁
疾
患
で
あ
る W

alker-W
arburg

症
候
群
︵W

W
S

︶

の
原
因
で
︑W

W
S

もM
EB

と
同
様O

-M
an

型
糖
鎖
不
全
疾
患
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
︒FC

M
D

はW
W

S

とM
EB

の
類
縁
疾
患
で
あ
る
こ
と
よ

り
︑FC

M
D

も
糖
鎖
異
常
が
関
連
す
る
疾
患
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
重
大
な

ヒ
ン
ト
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
︒

　

そ
の
後
︑
両
氏
は
精
緻
な
研
究
を
進
め
た
結
果
︑
こ
れ
ま
で
人
体
で
報
告
の

な
い
リ
ビ
ト
ー
ル
リ
ン
酸
の
タ
ン
デ
ム
構
造
を
発
見
し
︑
そ
の
形
成
不
全
が
︑

FC
M

D

お
よ
び
肢
帯
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
類
縁
疾
患
の
本
態
で
あ
る

と
い
う
驚
愕
す
べ
き
発
見
に
至
っ
た
︒
リ
ビ
ト
ー
ル
リ
ン
酸
を
含
む
糖
鎖
の
哺

乳
類
で
の
初
め
て
の
発
見
は
︑
糖
鎖
の
構
造
化
学
お
よ
び
機
能
的
な
役
割
︑
さ

ら
に
生
体
物
質
で
あ
る
糖
鎖
の
進
化
と
保
存
と
い
う
観
点
か
ら
も
大
き
な
注
目

を
浴
び
た
︒

　

以
上
︑
ゲ
ノ
ム
医
学
・
臨
床
遺
伝
学
と
糖
生
化
学
と
の
共
同
研
究
は
︑
謎
に

満
ち
たFC

M
D

お
よ
び
そ
の
類
縁
疾
患
は
糖
鎖
の
系
統
的
な
合
成
異
常
症
で

あ
る
こ
と
を
学
問
的
に
確
立
し
た
︒
ま
た
︑
新
し
い
糖
鎖
の
発
見
と
疾
患
と
の

関
連
性
の
解
明
は
︑
生
体
に
お
け
る
糖
鎖
の
意
義
を
一
段
と
深
化
さ
せ
た
︒
さ

ら
に
本
成
果
は
︑
ア
ン
チ
セ
ン
ス
療
法
︑
糖
薬
物
治
療
な
ど
︑
不
治
の
難
病
で

あ
る
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
対
す
る
根
本
的
な
治
療
法
開
発
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
︑
学
術
的
意
義
の
み
な
ら
ず
臨
床
的
意
義
も
高
い
︒
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